入学者選抜制度の改善方針（案）

「入学者選抜制度の改善に関する検討会議」からの報告書を踏まえ、以下の考え方に基づいて、平成25年度から入学者選抜制度の改善を行う。
○公立高校は就学機会の保障という役割を担うことを前提にすること。

○中学校教育に与える影響には十分配慮すること。

○今回の改善は制度に関する当面の課題への対応とすること。

１　前期･後期選抜の再編
　①学校選択の機会の公平性を改善
　　・前期･後期制は維持した上で、受検者が前期ですべての昼間の高校の中から志願先を選べる制度とする。

・後期だけで選抜を実施している昼間の高校について、募集人員の一部を前期に分割する。

・前期比率の抑制という観点から、１校あたりの分割募集数は２学級（80名）までとする。

　②わかりやすい制度
・前期においては、「３教科型の学力検査」に合わせて、受検者の能力･適性や意欲を見極める手段として「特色ある選抜方法」を実施する。
（１-①における前期分割分についても、各学校の特色ある取組に基づく「求める生徒像」を踏まえた同様の選抜方法とする。）
・後期においては、昼間の高校は「５教科型の学力検査」を実施する。
２　選抜日程の繰り上げ
　　・受検者サイドの強い希望に応え、中学校の卒業式よりも早く後期の学力検査が終えられるよう、選抜日程を繰り上げる。

３　多様な選抜方法の検討
　　・推薦入試については、客観性･公平性のある推薦基準や判定基準の設定について課題が大きいため、引き続き検討する。
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